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　本年３月７日、自治体消防制度は 70 周

年を迎えました。この時にあたり、消防

を取りまく環境に大きな変化がみられる

なか、これからの日本消防のあり方を幅

広い方々の参加のもとで議論し、日本消

防の益々の発展に資することを目的とし

て、総務省消防庁、日本消防協会、全国

消防長会の共催により、３月６日、記念

シンポジウム「日本消防会議」を開催し

ました。

　シンポジウムのテーマは、「変化への対

応―これからの日本消防」としました。

まず、稲山消防庁長官から開会の挨拶を

頂き、次に東京理科大学総合研究院の小

林恭一教授に「自治体消防制度 70 年の歩

みと今後の課題」のテーマでお話頂きま

した。

　シンポジウムは２部構成とし、コーディ

ネーターは日本消防協会秋本会長が務め

ました。

　第 1 部では各パネリストの皆さんから、

それぞれのお立場を代表したご意見を頂

きました。最初に、緒方消防庁次長から、

消防を取りまく変化について総括的にお

話を頂き、日本消防協会植田副会長（滋

賀県消防協会長）からは、消防団長など

の長い経験を踏まえた消防団員の確保、

装備の充実、処遇の改善などのお話、全

国消防長会坂野副会長（横浜市消防局長）

からは、今後の変化に対する常備消防の

課題と対応などについてお話を頂きまし

た。さらに飯泉徳島県知事からは、少年

消防クラブや女性消防団員の育成、小中

高等学校での防災教育、大学との連携な

どの防災人材に関する取り組みなどにつ

いて、清水立川市長からは、市民防災組

織の結成、防災訓練の実施、避難行動要

支援者対策などの地域防災活動の状況と

課題について、藤原長野県川上村長から

は、山村地域における消防団の重要性や

団員の高い意識、住民の消防団に対する

信頼などのお話を頂きました。兵庫県立

大学大学院の室﨑教授からは、これまで

のご意見を受けて、災害等の変化と人の

心の変化、防災に対するコミュニティー

の重要性と消防団の役割などのお話を頂

き、そして小林教授からは、ご自身の自

主防災組織でのリーダーとしての活動に

ついてのお話も頂き、その後、パネリス

トの皆さんの間で地域防災と地域コミュ

ニティーのあり方などについてご討議を

頂きました。

　第２部では、会場内参加者からの発言

を中心として活発な意見交換を行いまし

た。女性防火クラブからは、活動資金や

メンバーの確保、住警器の普及とコスト

の問題、防火防災分野での女性活躍や女

性の活動環境の改善などのご意見があり

ました。消防団関係では、団員確保ＰＲ

のあり方や装備の改善と財政措置などに

ついて、県の防災関係者からは、災害情
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防防災に関するあらゆる方面からご意見

を頂き、これらに対するパネリストの皆

さんのご意見も含め、たいへん幅広い討

議となりました。

　議論の総括として国士舘大学の山﨑登

教授にまとめの発言を頂き、最後に「日

本消防会議」宣言が採択され、会議は終

了しました。

報の収集と共有のあり方について、気象

庁関係者からは、土砂災害や洪水害など

に関する気象情報の周知と活用について、

常備消防からは、女性消防吏員の活躍推

進や自衛防災組織での教育・研修につい

て、機器メーカー関係者からは防災にお

ける技術の研究開発や伝承について、大

学関係者からは、火災や災害発生時にお

ける避難行動のあり方について等々、消
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会場からの積極的な意見発表

「日本消防会議」宣言

　自治体消防制度 70 周年に当たり、「変化への対応」を基本テーマとして開催した記念シンポジウ

ム「日本消防会議」において、国民の安全をより確かなものにするため、消防をとりまく状況の大

きな変化を真正面から受けとめつつ、消防関係者は広く総力を結集し、より強い連携のもと、日本

消防の総合力の一層の強化をめざすものとする。

稲山消防庁長官　開会挨拶

議論総括　山﨑登国士舘大学教授

パネリストのみなさん




